
 
 
 
 
 
社長：新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言も解除となり「新しい生活

様式」がスタートしました。毎年恒例となっていた「うらかすみほろ酔い寄
席」が中止となり、残念に感じ来年に期待するファンの声も多いです。その
代わりと言っては何ですが、この機会に師匠の近況について、また、落語の
魅力などについて師匠のインタビューを皆様にお届けしたいと思います。 

 
 
師匠：本当に今回の中止は残念でした。「ほろ酔い寄席」は温泉にも入れるし、人気

が高いですからね。 
 
社長：ありがとうございます。既に 2 ヶ月近くに亘っている自粛期間を、師匠はどのように過ごされまし

たか。 
 
師匠：予定していた地方の落語会は全部中止になっちゃったし、だからとい   

ってね、どこかに出かけるわけにもいかないし、ウロウロするわけに    
もいかないので家に籠ってましたよ。３ｋｇくらい太ってしまったし、 
夜はお酒が上手いしね。そんな感じで３か月近く落語から遠ざかって 
いましたから。考えてみてもこれほど噺をしない日が続くのは、弟子 
になった時から考えても初めて。公演先に向かった飛行機が悪天候で 
降りられず東京へ引き返すことになり、公演が止む無く中止になって 
数日の間噺をする機会がなかった経験はあったけど、今度のことはび 
っくりもびっくり。ほんとにびっくりしましたよ。 

 
社長：「三密」を避けるために、寄席などが中止になって噺家さんたちも大事 

な芸を披露する場が失われましたが、師匠は芸能活動や伝承の危機を   
感じられましたでしょうか。 

 
師匠：だからね、今回は世の中の雰囲気を反映してか、稽古もしようという気分になれなかった。普段は公

演の日が迫ってきたから「さぁ、そろそろやろうか」って感じで、追い詰められて稽古することはあ
った。時間があったので、昔の洋画とか見たり。。。。今回のように３か月くらいも落語をやらなかっ
たりすることが起きるなんて、あたしも驚きましたよ。噺を忘れているかも。弟子に教わりにいこう
か（笑）、なんて思って不安になるくらいでしたよ。 

 
 
社長：危機感は噺家のみなさんもそれぞれ感じられたでしょうね。 
 
 
師匠：「芸」というのはね、教わるものではなく盗むもの。歌舞伎なんかも見ないといけないんだよね。歌

舞伎の舞台の役者が演じる姿に「あぁ、この役者はいい形をするなぁ」と思えばその芸を見て盗む。
たとえば、噺の中で扇子をもって舟を漕ぐところを見て歌舞伎を見ているようにも感じられたらと
思う。歌舞伎だけではなく、三味線の稽古もするし、日本舞踊を習ったり、いろいろな芸に普段から
触れることです。どれも落語の稽古のうちでしてね、とても大事なんです。 
たとえば、お酒を飲む姿も「侍が飲む姿」と「町民がお酒を飲む姿」だって、おちょこの持ち方ひと
つからして違う。そんなところは日本舞踊から習得したりする。日本舞踊を学ぶと「舟を漕ぐ」と
か、「天秤棒をかつぐ」なんてのが、いい形で出来るようになる。落語家だから落語だけやっていれ
ば良いというものではない。むしろ歌舞伎や他の芸事に通じて見ることの方が大事。今回の自粛中
は、昔に録っていた歌舞伎などの映像も見て復習していましたよ。そういう意味では振り返りが出
来て楽しい時間だったですね。 

 
 
社長：芸を磨くためには、やはり見て盗み実践する、というのが大事なんですね。 

師匠：そうですね。例えば、落語にはお酒の話は多い。かならずちょこっとでも飲むシーンがあったりす 
る。今回の自粛中も随分とお酒を飲む練習もさせてもらいましたよ（笑）。ちょっと稽古をやりすぎ
たかな。でも、いい稽古でしたよ（笑）。 

 
 
社長：今回のコロナショックでは飲食店の営業自粛や休業もあり、日本酒の売れ行きにも大きな影響が出

ています。そのような中、日本酒の消費拡大にご協力いただきありがとうございます（笑）。 
   自粛ムードが緩んできているとは言え、感染防止のための「新しい生活様式」が定着していく中、世

の中の雰囲気が変わりつつあることを感じますし、以前とも違う生活が始まるのかなぁと思います。
時代が変化していく中で落語の魅力の伝え方なども変わるのでしょうか。 

 
 
師匠：これからのことはよくわかりませんけどね、まあ、なんて言うんでしょうね。緊急事態宣言の解除で

コロナが終わったわけではありませんので、これからどういう風にやれるかなんてのは、全然わか
りませんよね。どうしようもこうしようもない。 

（自粛中は）ちょっといらないものを整理したりして、弟子を呼んで、着物なんかをあげたりしてまし
た。 

 
 
社長：話題を少し変えたいと思います。いつも司会進行を担当する社員が以前から師匠にお聞きしたかっ

たことがあるとのことでの質問です。落語家を目指されたきっかけを教えてください。 
 

 
 
 
 

 

 
 
社長：小さい頃から落語が毎日見られた環境は特別な感じもします。そのような機会を作られたお父様が

偉かったのですね。 
 
 
師匠：親父が偉かったわけではないけど、楽しみだったんでしょうね。お酒を小さいビンにあけてね、親父

は佃煮なんかを持ち込み、一番後ろに座ってチビチビ聴いてましたよ。私は噺家の顔を見たいので
一番前でよく見てて、噺家に「あれ、坊や昨日もきてたね」なんて言われてたりして。「坊や、落語
好きなのかい」なんて言われれば「はい！」なんつってね。「静かに聞いててエライなぁ。噺がわか
るか。」「うん」「じゃあ、今日は坊やがわかんないように色っぽい噺をやるか」っていうとお客さん
は手を叩いて喜んでいました。 
落語は口伝だから、本当に口移しで覚えて、いろいろ人の芸を混ぜて盗んで、自分の形をつくるのが
ひとり芸の良さ。圓生師匠に「教えて下さい」っていうと、「見てて聴いて覚えろ」とよく言われま
したね。（圓生師匠の高座の時に）噺を聞いて覚えたい時に「（舞台の）後ろに回って真似してやりた
いんです」というと「なんだ、やりたいのか。まだ、無理だよ。こんな難しい噺は」と言われながら
も圓生師匠からすれば、自分は孫弟子。おじいちゃんと孫の関係にあたるので大変かわいがっても
らい、特別に教わることも多かった。孫のようにかわいがってくれて、芸の上でも稽古してもらっ
た。 

三遊亭鳳楽師匠×佐浦社長 紙上対談！！ 

師匠：落語家になるきっかけは、親父が浪曲や落語や講談なんてのが大好きだ
ったんです。親父に「行くかぁ」なんて言われて「行きたい！行きた
い！」という子供で良く一緒に通いました。小さい頃から結構好きだっ
たですね。血を引いたんだなぁ。 
師匠で、大師匠の圓生という方は、何をやってもその人物が出る。夫婦
がほんとにケンカしているんじゃないかと思うくらい、場面に臨場感が
あってうまくてね。飲んで酔っぱらった場面なんかもほんとに素晴らし
かった。小さいながらに落語家になれば「落語を身近でタダで聞け
る！」なんて純粋に思い、変な欲が湧いてきて「落語家になろうかし
ら」ってことになった。１０歳位の頃にはそのように考えていて、ほん
とになってしまった。素晴らしい芸が毎日、ただで見られるというのは
幸せでしたよ。とうとう２０歳の時に入門してしまいましたよ。 

 



 
社長：鳳楽師匠は多くの完成度の高いネタをお持ちで、高い評価を受けておられます。 
 
師匠：いやいや、噺を覚えてやってみても自分に合わなかったりする話もありますから。なのでたくさん覚

えないと、どんどんボツになるのもある。「３００」くらい覚えても気に入ってやるのは 
「１００」くらいになる。 

 
社長：「１００」でも大変です。本を読んで覚えるのか、聞いて覚えるのか。どちらなのでしょう。 
 
師匠：両方だよ。圓生師匠なんかは明治の人なので「そうでげす」という口調を末尾に使ったりする。「さ

いでげすか」「そうでげすか」「ようがすな」なんて言う。しゃべり方も時代によって変わるよね。 
 
社長：師匠には稽古や習得のための何かルールはあるのでしょうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
社長：「芸を磨く」というのは、そうした積み重ねが大事なんですね。成長するし、成長させてもらえるの

ですね。 
 
師匠：うん、そう。ひとりでやる芸というのは、講談も落語も同じ。相撲もそうかな。技を磨くし、お客が
いないと相撲だってさみしい。 
 
社長：噺家さんが成長する姿を見ることが出来て、お客さんも楽しむことが出来ますね。落語には、どの噺
にもお酒のシーンがあるとのことでしたが、名作もたくさんあります。「ほろ酔い寄席」でも『禁酒番屋』
『芝浜』などもお話しいただきました。師匠が一番好きな噺は何でしょうか。 
 
 
師匠：私は酒の噺はどれも好きですよ。『親子酒』とか。 
（ここで『親子酒』のクライマックス「さげ」の部分をお噺いただく。） 
 
「お前みたいに顔が５つも６つもある奴はね、跡目を継がせないよ。」 
「はははは、冗談言っちゃいけねぇ。俺だってこんなくるくる回る家貰ってもしょうがねぇ。」 

 
『親子酒』という名作。ほんとにお酒はいいものです。 
 
 
社長：目の前で演じて頂き、ありがとうございます。改めて、今年なかったことが残念です。 
 
師匠：でもね、来年は倍の楽しさがあると思うから。 

 
社長：その通りですね。また少々話題を変えます。今度は師匠の晩酌の定番のつまみを是非教えてくだい。 
 
師匠：刺身とか、贅沢なことをいうわけではないですよ。そういうもんではなくて佃煮とか、わかめときゅ

うりの酢の物。親父が昔、よくそんなもんで酒飲んでいたけど。親父と同じだな。あとはお燗が好き
かな。浦霞さんのお酒はよくお燗でもいただいていますよ。夏でもお燗は飲みます。風情があってい
いんですよねぇ。 

   落語でも芸者さんなんかにお酌してもらって「あら、ちょいとぉ、若だんなぁ」なんていう場面が出
てくるけど、お酌する様子はそういうシーンの勉強にもなる。だから、徳利でお燗をお酌するのがい
い。「酒は燗、肴は気取り、酌はたぼ」って言うけど、酌って言うのは洒落ている。吟醸酒とか冷酒
の良いお酒もいいけど、お燗酒を楽しんでいますよ。「燗」と「ひや」。「ひや」は常温だからね。昔
は、高座を見るのもお酒を静かに楽しんで落語も楽しんだ。小さい頃、落語は親父について行くだけ
だったけど、親父は嬉しそうだった。お酒を嘗めながらニコニコ聞いている親父の姿は嬉しかった。
自分が親孝行している気分だったかな。自分がごちそうしている気分だった（笑）。 

 
 
社長：落語は演芸場で実際に見るのが一番楽しいですよね。 
 
 
師匠：そう、落語を生で見るというのは全然違う。やっぱりね、「芸」は生で見ることだと

思う。若いときは噺も若旦那とか、若い登場人物に焦点をおいていたけど、歳を
とると大旦那とかになってくる。出てくる人物にどうやって近づくかを考えて
いる。歌舞伎なんかだと、化粧をぬって若い役づくりもできるが、落語はそう
はいかない。７０歳でも平気で２２、２３歳の役ができてしまうからいいなぁ
と思う（笑）。いかにして、登場人物に近づけるか。自分がだんだん歳をとっ
ていく中で、噺の中の人物に近づけられるかが面白い。演じる人物を自分の形
の主役にしていく。年齢を重ねる中で演出を変えていくことになります。 
 
 

社長：生き様そのものであり、人生の深みが見えてきます。若い時は勢いもあっ
て演出しやすかったりする面もあるのではないでしょうか。 
 

師匠：ほんとにその通り！ 
 

社長：噺の中に出てくる師匠の「都々逸」も楽しいですよね。先ほどのお話にもありましたように、師匠が
日本舞踊や歌舞伎にも通じているからだと思いました。 
 
 

師匠：そう？おもしろい都々逸を紹介しましょう。 
  「お酒飲む人 花なら蕾、今日も咲け（酒）咲け（酒） 明日も咲け（酒）」 
  「酒の無い国へ行きたい二日酔い また三日目に帰りたくなる」 
 
 
失礼いたしました。浦霞さんのお酒は二日酔いなんてしませんから！ 

    
社長：ありがとうございます！「都々逸」は、酒飲みの心を的確に表していて洒落てますよね。では、最後

にファンの皆様にコメントをお願い致します。 
 

師匠：まあ、ほんとに落語というのは、くどいようですが、やはり生で聞くのが最高でございます。一度聞
いちゃうと、浦霞さんのお酒と一緒で夢中になって惚れちゃうんじゃないかと思います。どうぞま
た、折りがあったらぜひ「浦霞ほろ酔い寄席」へお越しいただきたいと思います。 
 

社長：鳳楽師匠、最後に来年の「ほろ酔い寄席」のＰＲまでどうもありがとうございました。これで皆さん
も来年の「浦霞ほろ酔い寄席」が一層待ち遠しくなることでしょう。皆さん、是非来年お逢いしたい
と思いますので宜しくお願い致します。 

 

師匠：特別にはないけど、圓生師匠が高座をつとめる時、稽古のために断ら    
ずに後ろに回って稽古してしまうと怒られる。これは当人に言わない
で黙ってやってしまうと、人の品物を黙って盗むことになるので「泥
棒」と同じ。「見て覚える」時は、相手があるので礼儀が大事。きち
んと断ること。弟子もあたしの家にきて最初は教わる。あたしの前で
やってみて、合格となればお客の前でやっていいよって許しを与え
る。それからできるようになる。そういう意味ではやかましい。 
習得するためのテキストという意味では、圓生師匠の落語全集や CD
などが音源として残っている。これらは私たち落語家にとってテキス
トとして宝物。みんな『牡丹燈篭』などの怪談噺や人情噺なんかの名
作ができるのも圓生師匠が亡くなる１年前に１００席を吹き込んだか
らです。圓生師匠もその当時は癌だったけど、そういう仕事をしてく
れたから残った。面白い滑稽話や人情話など、そういう意味では、圓
生師匠は神様的存在に感じる噺家もいると思う。稽古ということで
は、圓生一門でなくても圓生師匠は稽古に行けば教えてくれました
よ。 


